
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
６
月
11

日
～
12
日
の
２
日
間
、
東

京
都
墨
田
区
「
東
武
ホ
テ

ル
レ
バ
ン
ト
東
京
」
に
お

い
て
第
27
回
定
期
大
会
を

開
催
し
、
代
議
員
、
来
賓
、

傍
聴
者
合
わ
せ
て
約
２
７

０
名
参
加
の
も
と
、
安
全

確
立
、
民
主
化
闘
争
完
遂
、

政
策
課
題
解
決
、
労
働
条

件
の
向
上
、
労
働
環
境
・

制
度
の
構
築
、
統
一
地
方

選
挙
勝
利
を
中
心
と
す
る

新
年
度
の
運
動
方
針
を
、

建
設
的
な
討
議
を
通
じ
満

場
一
致
で
採
択
し
た
。

大
会
は
、
議
長
団
に
大

谷
書
記
長
を
選
出
し
、
二

日
間
に
わ
た
り
ス
ム
ー
ズ

な
議
事
進
行
が
図
ら
れ
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し
松

岡
会
長
は
「
Ｊ
Ｒ
連
合
は

Ｊ
Ｒ
最
大
の
責
任
産
別
へ

と
発
展
し
て
き
た
。
Ｊ
Ｒ

東
労
組
で
の
組
合
員
大
量

脱
退
な
ど
極
め
て
大
き
な

地
殻
変
動
が
発
生
し
て
い

る
今
こ
そ
、
更
な
る
30
年

を
見
据
え
た
、
真
に
民
主

的
な
労
働
運
動
を
展
開
し
、

全
て
の
Ｊ
Ｒ
労
働
運
動
を

組
織
の
強
化
・
拡
大
に
帰

結
さ
せ
る
と
と
も
に
、

『
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る

安
心
社
会
』
を
目
指
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

組
合
員
と
家
族
の
幸
せ
実

現
に
向
け
、
民
主
的
で
建

設
的
な
労
働
運
動
を
追
求

し
『
ク
ー
ル
ヘ
ッ
ド
、
ウ
ォ
ー

ム
ハ
ー
ト
』
で
社
会
、
経

済
に
貢
献
し
続
け
る
Ｊ
Ｒ

産
業
を
創
出
し
よ
う
」
と

訴
え
、
運
動
方
針
の
各
重

要
課
題
に
つ
い
て
、
所
信

を
述
べ
た
。

そ
の
後
、
来
賓
の
連
合
、

交
運
労
協
、
Ｊ
Ｒ
連
合
国

会
議
員
懇
談
会
議
員
等
か

ら
連
帯
と
激
励
の
挨
拶
を

受
け
た
後
、
議
事
に
入
り
、

執
行
部
よ
り
一
般
経
過
報

告
・
決
算
報
告
、
２
０
１

８
年
度
運
動
方
針
案
及
び

予
算
案
が
提
起
さ
れ
、
11

名
の
代
議
員
・
特
別
代
議

員
か
ら
、
運
動
方
針
を
補

強
す
る
立
場
で
発
言
が
あ
っ

た
。Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
か
ら
も

代
議
員
、
特
別
代
議
員
、

傍
聴
者
な
ど
14
名
が
出
席

す
る
中
、
代
議
員
の
森
安

執
行
委
員
が
①
安
全
の
確

立
、
②
春
闘
、
③
政
策
課

題
解
決
に
つ
い
て
発
言
し
、

討
論
に
参
画
し
た
。

そ
の
後
、
執
行
部
答
弁
、

河
村
事
務
局
長
の
総
括
答

弁
の
後
、
全
て
の
議
案
が

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

「
６
・
12
民
主
化
闘
争

決
起
集
会
」
を
開
催

ま
た
、
大
会
終
了
後
に

は
「
６
・
12
民
主
化
闘
争

決
起
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ

タ
ー
の
西
岡
研
介
氏
よ
り

Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
ス
ト
戦
術

に
ま
つ
わ
る
動
向
や
Ｊ
Ｒ

北
海
道
の
労
政
に
つ
い
て

特
別
講
演
を
受
け
た
ほ
か
、

民
主
化
当
該
単
組
の
代
表

者
に
よ
る
決
意
表
明
が
述

べ
ら
れ
、
Ｊ
Ｒ
連
合
総
が

か
り
の
民
主
化
闘
争
を
展

開
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

安
全
の
確
立
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、

「
安
全
・
安
定
・
安
心
輸

送
の
確
立
」
が
全
て
に
優

先
す
る
と
の
認
識
に
立
ち
、

安
全
を
第
一
義
に
日
々
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
一
歩
間
違
え

れ
ば
大
き
な
事
故
に
つ
な

が
り
か
ね
な
い
ヒ
ュ
ー
マ

ン
エ
ラ
ー
や
事
象
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
職
場
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

密
に
図
る
と
と
も
に
、

「
安
全
の
確
立
」
に
終
わ

り
は
な
い
と
の
理
念
を
持

ち
、
徹
底
し
て
議
論
し
、

事
故
の
芽
を
一
つ
ず
つ
摘

み
取
っ
て
い
く
取
り
組
み

を
継
続
し
ま
す
。

２
０
１
８
春
闘
に
つ
い
て

２
０
１
８
春
闘
に
お
い

て
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
春
闘

方
針
を
踏
ま
え
、
月
例
賃

金
の
引
き
上
げ
を
目
指
す

と
と
も
に
夏
季
手
当
を
同

時
要
求
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は

獲
得
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
定
期
昇
給
の
確
保
と

と
も
に
、
夏
季
手
当
の
増

額
、
子
育
て
世
代
の
支
援

や
介
護
に
係
る
制
度
の
改

善
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
会
社
を
取

り
巻
く
環
境
は
一
層
厳
し

さ
を
増
す
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
が
、
日
々
奮
闘
す

る
組
合
員
の
負
託
に
応
え

「
明
る
く
働
き
が
い
の
あ

る
職
場
」
を
つ
く
る
べ
く
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

政
策
課
題
解
決
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
に
対
す
る
軽
油
引

取
税
の
減
免
措
置
が
平
成

30
年
度
か
ら
３
年
間
延
長

さ
れ
ま
し
た
。
国
へ
の
要

請
行
動
な
ど
、
Ｊ
Ｒ
連
合

の
取
り
組
み
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
経
営
基
盤

の
脆
弱
な
Ｊ
Ｒ
四
国
に
と
っ

て
極
め
て
重
要
な
こ
れ
ら

の
支
援
の
延
長
、
恒
久
化

に
向
け
、
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
四
国
は
鉄

道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持

す
る
た
め
、
地
域
を
交
え

議
論
を
開
始
し
ま
し
た
。

鉄
道
事
業
者
の
自
助
努
力

の
み
で
は
現
在
の
鉄
道
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
維
持
が
困
難

と
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

将
来
の
地
域
公
共
交
通
を

見
据
え
た
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
将
来
像
を
実
現
す
る

た
め
に
必
要
な
方
策
が
議

論
さ
れ
て
お
り
、
わ
れ
わ

れ
も
そ
の
動
向
を
注
視
し

て
い
ま
す
。

更
に
は
、
鉄
道
の
抜
本

的
高
速
化
に
よ
る
鉄
道
需

要
と
収
益
の
拡
大
も
必
要

不
可
欠
で
す
。
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
も
鉄
道
の
抜
本
的
高

速
化
の
必
要
性
を
様
々
な

機
会
で
訴
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
「
四
国
に
お
け
る

新
幹
線
の
導
入
」
に
向
け

た
取
り
組
み
に
ご
理
解
と

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
他
、
「
交
通
重
点

政
策
２
０
１
８
～
２
０
１

９
」
に
は
施
設
の
老
朽
化

対
策
や
防
災
・
耐
震
対
策
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
の

政
策
課
題
も
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
連
合
に

お
い
て
は
、
引
き
続
き
、

政
策
集
団
と
し
て
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
の
代
表
産
別
と
し
て

新
年
度
の
運
動
方
針
を
採
択
！

発言する森安代議員

森
安
代
議
員

発

言

要

旨

Ｊ Ｒ 連 合 松 岡 会 長

メインスローガン
安全最優先の取り組みの深度化、
政策課題の解決・前進を図るべく
そして民主化闘争の完遂・ＪＲ労働界の一元化にむけて
ＪＲ連合総がかりの運動を強く広く展開しよう！

サブスローガン
１．重大事故の反省と教訓を胸に、安全確立の取り組みを一層浸透させ、

「すべてのＪＲ関係労働者の死亡事故・重大労災ゼロ」を達成しよう！

２．ＪＲ連合の総力を結集して民主化の大きなうねりを創り、組織のさらなる

強化・拡大、「あるべき労働組合像・労使関係像」を実現しよう！

３．将来に亘り社会・経済に貢献し、信頼され続けるＪＲ産業の構築にむけて、

さまざまな政策課題解決に全力で取り組もう！

４．「中期労働政策ビジョン（2014～2018）」の到達目標達成をめざし、

ＪＲグループで働くすべての仲間の労働条件を向上させよう！

５．働き方の総点検を不断に行い、ワーク・ライフ・バランスをはじめ、

時代を先取る労働環境・制度の構築、男女平等参画社会を実現しよう！

６．地域の活性化、持続可能な人流・物流ネットワーク、「チーム地域共創」を

実現すべく、ＪＲ連合総力を挙げて、来る統一地方選挙の勝利を果たそう！
広 田 衆 議 院 議 員

大会議長を務めた大谷書記長

小 川 衆議 院 議 員

講演を行う西岡研介氏



６
月
９
日
（
土
）
、
香

川
県
宇
多
津
町
「
ホ
テ
ル

ア
ネ
シ
ス
瀬
戸
大
橋
」
に

お
い
て
、
管
理
者
組
合
員

（
現
場
長
・
助
役
・
非
現

業
部
門
の
主
席
ク
ラ
ス
）

を
対
象
と
し
た
ユ
ニ
オ
ン

ス
ク
ー
ル
「
特
設
コ
ー
ス
」

（
管
理
者
セ
ミ
ナ
ー
）
を

19
名
参
加
の
も
と
開
催
し

た
。始

め
に
、
中
濱
委
員
長

か
ら
「
管
理
者
組
合
員
に

期
待
す
る
こ
と
」
と
題
し
、

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
の
取
り
組

み
、
働
き
方
改
革
や
Ａ
Ｉ
・

Ｉ
ｏ
Ｔ
の
進
展
等
の
社
会

環
境
の
変
化
へ
の
対
応
、

Ｊ
Ｒ
の
労
働
組
合
の
歴
史

や
民
主
化
闘
争
に
つ
い
て

問
題
提
起
す
る
と
と
も
に
、

組
織
に
お
け
る
管
理
者
組

合
員
の
重
要
性
に
つ
い
て

講
演
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
（
公
財
）
富

士
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の

作
山
講
師
に
よ
る
「
管
理

者
組
合
員
に
求
め
ら
れ
る

も
の
」
と
題
し
た
特
別
講

演
で
は
、
部
下
の
指
導
・

育
成
に
効
果
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
図
り
方
、

様
々
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や

ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
理
解
、

世
代
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
な
ど
、

管
理
者
組
合
員
に
求
め
ら

れ
る
ス
キ
ル
や
知
識
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
事
例
を

交
え
な
が
ら
講
義
を
受
け

た
。

６
月
29
日
（
金
）
16

時
15
分
か
ら
本
部
１
階

会
議
室
に
お
い
て
、
安

全
推
進
委
員
会
が
開
催

さ
れ
た
。

冒
頭
、
嶋
田
安
全
推

進
委
員
長
か
ら
「
運
動

方
針
に
も
あ
る
と
お
り
、

『
安
全
の
確
保
』
は
す

べ
て
に
優
先
す
る
最
重

要
課
題
で
あ
り
、
労
働

組
合
と
し
て
チ
ェ
ッ
ク

機
能
を
発
揮
し
、
安
全

最
優
先
の
職
場
風
土
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
」
と
挨

拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、

議
事
に
入
っ
た
。

議
事
で
は
事
務
局
か

ら
①
平
成
30
年
度
安
全
・

事
故
防
止
に
関
す
る
経

営
協
議
会
に
つ
い
て
、

②
職
場
環
境
改
善
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
③

Ｊ
Ｒ
連
合
の
安
全
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
④
平
成
30
年
度
の

安
全
・
安
定
輸
送
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
報
告
と
説
明
が
あ
り
、

各
委
員
か
ら
は
安
全
に

関
す
る
意
見
や
質
問
等

が
出
さ
れ
、
活
発
な
議

論
が
展
開
さ
れ
た
。

災害復旧に向けた

組合員の奮闘に敬意を表します

西日本に停滞していた梅雨前線の活動に伴い、各地で記録的な大雨により、

河川の氾濫や土砂崩れが発生しました。それにより、７月９日時点で１３府県

において多数のお亡くなりになられた方や行方不明の方が報告され、甚大な被

害となっています。

今回の災害によりお亡くなりになられた方に哀悼の意を表するとともに、被

害に遭われた方にお見舞いを申し上げます。

ＪＲ四国管内においては、予讃線本山駅～観音寺駅間の財田川橋りょうが被

災したほか、各地で線路への土砂流入や盛土崩壊、ポイントの冠水が発生する

など、多くの線区で長期間の運休が想定されます。

ＪＲ四国労組の組合員安否確認では、本人とそのご家族の安全は確認できま

したが、家屋の損壊や浸水など大変な被害が発生しています。被害に遭われた

組合員やご家族の皆さまに心よりお見舞いを申し上げるとともに、一日も早く

元の生活に戻られるようお祈り申し上げます。

あわせて、ＪＲ四国労組組合員が昼夜を問わず災害復旧に向けて奮闘してい

ることに心から敬意を表するとともに、この難局を全力で乗り切るべく、安全

第一での作業をお願いします。

平成３０年７月９日

四国旅客鉄道労働組合

第３７回定期大会開催の変更について

第３７回定期大会については、大雨による交通機関の寸
断、組合員の安全を最大限考慮し延期しました。よって、
下記のとおり日程を変更のうえ定期大会を開催します。

記

１ 日 時 平成３０年８月３日（金）
１１時００分から１７時００分まで

２ 場 所 ホテルアネシス瀬戸大橋
香川県綾歌郡宇多津町浜六番丁８１－１

３ 議 題 (1) 平成３０年度運動方針（案）
(2) 平成３０年度財政方針（案）
(3) その他

以 上

記録的な大雨発生

６
月
20
日
（
水
）
、
本

部
１
階
会
議
室
に
お
い
て
、

入
社
６
年
以
上
の
青
年
女

性
組
合
員
を
対
象
と
し
た

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
ユ
ー

ス
コ
ー
ス
」
を
16
名
参
加

の
も
と
開
催
し
た
。

同
ス
ク
ー
ル
は
、
「
フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」

と
同
様
に
、
青
年
女
性
組

合
員
が
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
運

動
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

四
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た

受
講
生
は
中
濱
執
行
委
員

長
、
大
谷
書
記
長
、
森
安

教
育
部
長
の
講
義
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
、
「
労
働
組

合
の
基
本
的
認
識
」
「
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
の
取
り
組
み
」

「
政
策
課
題
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
」
「
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
の
歴
史
」
に
つ
い

て
学
習
し
、
組
合
員
と
し

て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ

た
。

６
月
16
日
（
土
）
、
香

川
県
三
豊
市
の
粟
島
「
城

ノ
山
」
登
山
道
に
お
い
て
、

本
部
青
年
女
性
会
議
を
は

じ
め
15
名
参
加
の
も
と
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー

ス
」
を
開
催
し
て
い
る
粟

島
で
は
、
高
齢
化
や
人
口

減
少
に
よ
り
山
林
の
手
入

れ
が
行
き
届
か
な
い
と
い

う
課
題
が
あ
り
、
こ
れ
ま

で
の
恩
返
し
の
意
味
も
込

め
て
、
今
回
初
め
て
実
施

し
ま
し
た
。

当
日
は
梅
雨
に
も
か
か

わ
ら
ず
快
晴
と
な
り
、
参

加
者
は
島
の
世
話
役
の
方
々

と
と
も
に
汗
を
か
き
な
が

ら
、
登
山
道
や
展
望
台
付

近
の
草
刈
り
や
木
の
伐
採

を
行
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
今

後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
通
じ
て
地
域
貢
献
活
動

に
参
画
し
て
い
き
ま
す
。

５
月
26
日
（
土
）
～
28

日
（
月
）
の
３
日
間
、
Ｊ

Ｒ
連
合
青
年
・
女
性
委
員

会
の
「
第
23
回
ユ
ー
ス
ラ

リ
ー
」
が
７
年
ぶ
り
に
四

国
で
開
催
さ
れ
た
。

本
部
青
年
女
性
会
議
を

中
心
と
し
た
実
行
委
員
会

の
企
画
の
も
と
、
「
∞

（
無
限
大
）
～
虹
の
橋
を

渡
っ
て
お
い
で
ま
い
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
全
国
各
地

か
ら
１
１
０
名
の
青
年
女

性
組
合
員
が
集
結
し
た
。

参
加
者
は
交
流
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
楽
し

み
な
が
ら
地
域
・
単
組
・

系
統
の
垣
根
を
越
え
て
仲

間
の
環
を
広
げ
た
ほ
か
、

労
働
政
策
に
関
す
る
学
習

会
で
は
職
場
の
未
来
を
考

え
る
な
ど
、
有
意
義
な
３

日
間
と
な
っ
た
。

粟
島
「
城
ノ
山
」
に
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
！


